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11
月
１
日
、
第
45
回
北
海
道
高
等
学
校
水
産
ク
ラ
ブ
研
究
発

表
大
会
が
、
今
年
の
当
番
校
厚
岸
翔
洋
高
校
（
山
本
十
三
校
長
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
出
場
し
た
小
樽
水
産
高
校
、
函
館
水

産
高
校
、
厚
岸
翔
洋
高
校
、
天
売
高
校
の
４
校
、
11
チ
ー
ム
28

名
の
高
校
生
に
よ
る
熱
い
発
表
が
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
北
海
道
高
等
学
校
水
産
ク
ラ
ブ
連
盟
が
主
催
し
、

公
益
財
団
法
人
北
水
協
会
の
他
、
北
海
道
高
等
学
校
長
協
会
水
産

部
会
、
北
海
道
産
業
教
育
振
興
会
が
後
援
し
て
い
る
。

　

本
道
の
水
産
教
育
は
、
か
つ
て
は
、
浦
河
高
校
や
網
走
向
陽

高
校
な
ど
地
域
に
水
産
科
を
置
く
高
校
が
あ
っ
た
が
、
子
供
や

志
願
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
令
和
５
年
に
は
、
全
道
２
７
８
高

校
の
う
ち
、
水
産
高
校
は
、
小
樽
、
函
館
水
産
高
校
、
厚
岸
翔

洋
高
校
の
わ
ず
か
３
校
、
生
徒
数
も
専
攻
科
を
入
れ
７
５
７
人
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
今
回
参
加
の
天
売
高
校
は
、
普

通
高
校
で
あ
る
が
、
水
産
加
工
な
ど
の
水
産
実
習
に
も

取
り
組
み
、
地
域
の
自
然
や
水
産
業
を
テ
ー
マ
に
し
た

特
色
あ
る
授
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。
天
売
高
校
の
水
産

ク
ラ
ブ
は
、
平
成
19
年
か
ら
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
い

る
常
連
校
だ
。

　

ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
厚
岸
翔
洋
高
校
は
、
当
番
校

と
し
て
、
長
谷
川
智
人
教
頭
先
生
を
は
じ
め
先
生
ら
の

指
導
の
も
と
、
生
徒
み
ず
か
ら
会
場
設
営
や
発
表
機
材

の
準
備
、
司
会
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
、
前
日
の

プ
レ
大
会
か
ら
大
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。

　

さ
て
、
北
海
道
で
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
馴
染
み
の
な
か
っ
た
魚
が
獲
れ
、
一
方
で
、
シ
ロ

ザ
ケ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
コ
ン
ブ
な
ど
特
産
の
魚
介
類
の

不
漁
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
他
方
で
、
少
子
高
齢
化

に
よ
っ
て
、水
産
業
の
担
い
手
が
減
少
し
、こ
の
他
に
も
、

　

以
上
が
４
校
、
11
チ
ー
ム
の
発
表
内
容
だ
。
各
校
の
水
産
ク
ラ
ブ
顧
問

の
先
生
ら
に
よ
る
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
る
が
、
発
表
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
分

か
る
と
お
り
、
高
校
生
も
、
自
分
た
ち
の
視
点
で
、
今
の
水
産
業
を
し
っ

か
り
と
勉
強
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

発
表
終
了
後
、
道
教
委
高
校
教
育
課
の
星
澤
克
幸
指
導
主
事
は
、「
今

日
の
発
表
は
、
地
域
へ
の
貢
献
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
、
い
ず
れ
も
力

の
あ
る
内
容
だ
っ
た
。
複
雑
な
海
洋
の
変
化
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
世
の
中

が
変
動
し
、
将
来
を
見
通
せ
な
い
中
、
解
決
す
べ
き
課
題
を
見
つ
け
捉
え

て
い
る
。
こ
の
経
験
を
先
の
道
で
生
か
し
、
進
む
道
で
の
活
躍
を
期
待
す

る
。」
と
生
徒
へ
の
エ
ー
ル
を
こ
め
講
評
し
た
。

　
『
安
心
し
て
く
だ
さ
い
！
私
た
ち
も
、
水
産
業
の
未
来
を
、
し
っ
か
り

考
え
て
ま
す
よ
！！
』
な
の
で
あ
る
。
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せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
公
益
財
団
法
人
北
水
協
会
に
つ
い
て
誌
面

を
お
借
り
し
紹
介
す
る
。
こ
の
協
会
は
、
明
治
18
年
に
本
道
水
産
業
の
振

興
の
た
め
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
今
年
で
創
立
か
ら
１
４
０
週
年
の
節
目

を
迎
え
た
。
財
団
は
現
在
、
道
内
の
研
究
者
に
水
産
業
に
関
す
る
試
験
研

究
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、先
日
報
道
さ
れ
た
、北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム（
Ｈ

Ａ
Ｃ
）
の
飛
行
機
で
赤
潮
の
観
測
を
行
う
北
大
の
調
査
も
、
当
協
会
が
助

成
し
た
研
究
成
果
を
活
用
し
て
い
る
。
財
団
は
、
水
産
高
校
の
前
身
で
あ

る
北
海
道
庁
立
水
産
学
校
が
明
治
38
年
に
開
設
さ
れ
た
際
に
校
舎
を
提
供

す
る
な
ど
の
援
助
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
ま
で
、
本
大
会
を
は
じ
め
、
本

道
の
水
産
教
育
の
充
実
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

文
責　

公
益
財
団
法
人
北
水
協
会　

監
事　

中
村
慎
一

　
　
　
　
　
　
　

写
真
提
供　

厚
岸
翔
洋
高
校

消
費
者
の
魚
離
れ
や
藻
場
の
減
少
な
ど
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
の
は
、
本
道
の
水
産
関
係
者
す
べ
て
が
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
水
産
ク
ラ
ブ
の
発
表
内
容
は
、
日
々
の
授
業
や
研
究

活
動
を
通
じ
、
水
産
海
洋
に
お
け
る
課
題
を
見
つ
け
、
こ
れ
を
体
験
的
、

探
索
的
な
視
点
で
、
高
校
生
ら
し
い
発
想
で
調
査
、
研
究
を
す
る
も
の
だ

が
、
今
回
の
発
表
内
容
は
い
ず
れ
も
、
厳
し
い
水
産
業
の
現
状
を
考
え
た

優
れ
た
内
容
だ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
上
位
チ
ー
ム
か
ら
優
秀
賞
、
優
良
賞
、
努
力
賞
に
、
次

の
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
た
。

　

努
力
賞
か
ら
紹
介
す
る
が
、
函
館
水
産
高
校
水
産
食
品
科
『
未
利
用
魚

の
利
用
～
魚
食
の
普
及
を
目
指
し
て
～
』、
こ
れ
は
、
ゴ
ッ
コ
や
カ
ジ
カ
類

を
利
用
し
た
ピ
ロ
シ
キ
を
製
作
し
、
地
元
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
企
画
し
た
も
の
が
選
ば
れ
、
同
じ
く
努
力
賞
の
小
樽
水
産
高
校
水
産
食

品
科
の
『
漁
師
メ
シ
の
再
現
を
め
ざ
し
て
～
ニ
シ
ン
de
パ
ス
タ
シ
リ
ー
ズ

の
開
発　

第
２
報
～
』は
低
未
利
用
と
な
っ
て
い
る
ニ
シ
ン
の
白
子（
精
巣
）

に
注
目
し
た
商
品
開
発
を
行
い
、
生
協
ト
ド
ッ
ク
で
の
商
品
化
を
目
指
し

た
も
の
だ
。

岸
翔
洋
高
校
の
『
ス
マ
ー
ト
水
産
業
へ
の
取
り
組
み
～
翔
洋
生
の

挑
戦
、
持
続
可
能
な
漁
業
の
存
続
の
た
め
に
』
は
、
地
元
漁
業
者

の
声
を
聞
き
、
カ
キ
養
殖
業
に
お
け
る
カ
キ
の
成
熟
予
報
を
行
っ

た
研
究
が
選
ば
れ
た
。

　

栄
え
あ
る
優
秀
賞
に
は
、
小
樽
水
産
高
栽
培
漁
業
科
３
年
の
田

中
柊
介
君
、
並
木
省
吾
君
に
よ
る
『
小
樽
の
二
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
を

調
べ
て
み
た
』
が
見
事
選
ば
れ
た
。
こ
の
研
究
は
、
高
校
周
辺
で

の
絶
滅
危
惧
種
二
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
の
消
長
を
考
察
し
た
も

の
だ
が
、
海
に
流
れ
入
る
沢
や
小
川
の
生
物
多
様
性
や
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
が
、
毎
年
ニ
シ
ン
の
群
来
が
見
ら
れ
る
豊
か
な
小
樽

の
浜
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
優
秀
賞
の
研

究
は
12
月
12
・
13
の
両
日
、
愛
知
県
三
谷
水
産
高
校
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
で
発
表
さ
れ
る
。
水
産
ク
ラ
ブ

の
甲
子
園
、
全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

僅
差
で
賞
に
は
も
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
厚
岸
翔
洋
高

校
の
『
厚
岸
の
未
利
用
魚
・
低
利
用
魚
の
活
用
～
ア
メ

マ
ス
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
研
究
～
』
は
、
ア
メ
マ

ス
を
原
料
に
揚
げ
蒲
鉾
「
あ
め
か
ま
」
を
製
作
し
、
こ

れ
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
採
用
さ
れ
た
り
、
天

売
高
校
の
『
天
売
で
獲
れ
る
未
利
用
魚
の
活
用
法
～
発

展
版
～
』
で
は
、い
ま
ま
で
の
先
輩
ら
の
研
究
を
発
展
し
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
地
産
地
消
に
加
え
、
今
後
ネ
ッ
ト
販
売

を
検
討
す
る
な
ど
、
今
ま
さ
に
、
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
海

業
」
に
も
つ
な
が
る
研
究
だ
。
ま
た
、
小
樽
水
産
高
校

の
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
漁
具
の
作
成
～
ミ
ズ
ダ
コ
の
漁
獲
を

目
指
し
て
～
』
で
は
、
漁
業
廃
材
を
用
い
て
「
い
さ
り
」

を
製
作
し
な
が
ら
も
海
岸
の
漂
流
ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え

る
内
容
と
な
っ
て
い
た
り
、
函
館
水
産
高
校
の
『
海
藻

等
の
廃
棄
物
の
有
効
利
用
』
で
は
、
廃
棄
さ
れ
る
海
藻

や
貝
殻
を
肥
料
と
し
て
植
物
の
栽
培
試
験
を
行
う
な
ど
、

環
境
問
題
に
も
取
り
組
ん
だ
も
の
だ
。
函
館
水
産
高
校

の
も
う
１
チ
ー
ム
は
、
ラ
ジ
コ
ン
ボ
ー
ト
や
衛
星
画
像

を
用
い
た
ア
マ
モ
場
の
調
査
を
行
い
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
の
推
定
も
検
討
す
る
『
北
斗
市
七
重
浜
の
ア
マ
モ
調

査
』
と
し
て
発
表
し
た
。
小
樽
水
産
高
校
情
報
通
信
科

の
『
新
校
舎
』
と
い
う
発
表
は
、
電
気
・
情
報
通
信
を

学
ぶ
生
徒
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
に
水
産
高
校
校
舎

を
再
現
し
、
学
校
紹
介
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
提
案

が
さ
れ
た
。

▲北海道高等学校長協会水産部会　
　亀山喜明小樽水産高校長

　

ま
た
、
優
良
賞
の
函

館
水
産
高
校
品
質
管
理

流
通
科
の
『
急
速
に
進

む
「
魚
離
れ
」
を
ニ
シ

ン
の
「
江
差
揚
げ
」
が

解
決
！
』
は
、
消
費
者

が
魚
食
を
敬
遠
す
る
原

因
の
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ

ン
や
鱗

う
ろ
こに

注
目
し
た
ニ

シ
ン
の
揚
げ
物
を
開
発

し
た
研
究
と
し
て
、
厚

▲小樽水産高校木村君・並木君の発表

▲優秀賞・優勝旗の授与

行
く
ぞ
、
全
国
大
会
！

　
　 

　
水
産
ク
ラ
ブ
の
甲
子
園
!!

〜
安
心
し
て
下
さ
い
、
私
た
ち
も
考
え
て
ま
す
よ
！
〜


